
 

 

 

 

 

 

 

桜美林大学大学院 2025年度Ⅲ期入試 

心理学実践研究学位プログラム 臨床心理分野 
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受験番号 氏名 

  

＊これは問題用紙です。答えは解答用紙に記入してください。 

＊用紙が配布されても合図があるまで開かないでください。 

＊試験中、監督の許可なしに、部屋の外に出ることはできません。 

＊不正行為に対しては厳正に対処します。 

＊試験終了後、問題用紙も回収しますが、メモなどは消さなくてもか

まいません。 



  



Ⅰ．以下の文章を読み、カッコ内に適切な言葉や人名を入れなさい。 

1. クライエントの自身についての主観的な語りを意味や価値を見出すものと捉え、人が

その語りを理解しようと耳を傾けることを通してクライエントの回復が起こるとする

支援を（a.   ）アプローチという。 

2. Piaget, J.による発達段階で、抽象的思考や仮説演繹的思考などができるようになる段

階を（b.   ）期という。 

3. 自己の連続性や一貫性を支え、望ましい自己像の維持に役立つとされる、人が人生に

おいて経験した出来事に関する記憶の総体を（c.   ）記憶という。 

4. 疾病や保健問題に関して国際比較を可能とするような統計基準として活用されている

分類で、アメリカ精神医学会による『精神障害の診断と統計マニュアル』と並んで使

用されているのが、略称『（d.  ）』である。 

5. 同時に 2 つ以上の要求が存在し、それらに応ずる目標の心理的な方向が相反し、かつ

目標間の誘意性の強さがほぼ等しい場合に生じる事態を（e.   ）という。 

6. ウェクスラー式知能検査 WISC-Ⅳの知覚推理指標は、改訂された WISC-Ⅴでは視空

間指標と（f.   ）指標に分かれた。 

7. グループの成員が制約のないリラックスした状態で自由に空想や連想の連鎖反応を促

進しつつ、アイデアを出していく Osborn, A.F.によって考案された手法を

（g.   ）という。 

8. 自殺の危険を示すサインに気づき、声をかけ、話をきいて、必要な支援につなげ見守

るなど適切な対応を図ることができる人を（h.   ）とよび、近年では（h.）を支

える仕組みも作られている。 

9. プラセボ効果や観察者バイアスの影響などを防ぐことを目的として、薬や治療法など

の性質を、実験者からも被験者からも不明にして行なう方法を（i.   ）という。 

10. 刺激と刺激を対提示することによって刺激間に連合が起こり、反応が変化する条件づ

けを（j.   ）という。 

11. 自律神経のうち、臓器や器官などの働きを抑制させる神経系であり、リラクセーショ

ンを行うことによって優位に働くとされているものを（k.   ）という。 

12. n 個あるデータの総和を n で割った値を（l.   ）という。 



13. 組織において、各組織の成員が自分の意見や気持ちを安心して表現でき、拒絶された

り、罰せられたりしないと感じる状態のことを（m.   ）が高いという。 

14. 犯罪をした人または非行のある少年の処遇において、刑務所等の矯正施設で行われる

処遇を施設内処遇と呼ぶのに対して、保護観察処分のように施設外で行われるものを

（n.   ）という。 

15. 一定の学習目標に到達させるために細かく分析され、論理的系統的に順序づけられた

内容を解説、説明、質問、答えの系列に従って習得させる学習指導の方法のことを

（o.   ）という。 

16. 口唇裂、口蓋裂、火傷のように他者から観察可能な他者との身体的差異のことを

（p.   ）という。 

17. ソーシャルサポートのうち、問題解決に必要な情報提供をすることを（q.   ）と

いう。 

18. 善悪の判断が著しく低下している状態を（r.   ）といい、裁判所によって認定され

るとその刑が減軽される（刑法第 39 条）。 

19. 抗うつ薬の投与初期や増量期に現れる不安や焦燥等が強く表れる状態を（s.   ）

と呼び、25 歳未満の患者に多く出現する。 

20. 仕事に対するポジティブで充実した心理状態を（t.   ）という。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ．以下の設問について指定の字数で回答しなさい。 

 

1. 小学校のスクールカウンセラーであるあなたに、2 年生の担任から落ち着いてじっとし

ていられない男の子がいるのでどうしたら良いか相談があった。本事例に対してアセス

メントを行うために何を行うのか、アセスメントの観点としてどのような点があるのか

300 文字以内で述べよ。 

 

2. 心理面接を、同じ心理職が決まった曜日の決まった時間に一定の場所で行うアプローチ

がある。それにはどのような意義や必要性があるか。考えられるポイントを３つあげ、全

体として 300 字以内で説明せよ。 

 

3. 「うつ病患者 150 名をランダムに２群に分け、A 群には心理療法を、B 群には薬物療法

を実施した。その際、介入前、介入後、介入後３か月後の３回に渡ってうつ状態の程度

を測定する BDI-II を実施した。」この研究の独立変数、従属変数、実験デザイン名、適

切な統計検定方法について 300 字以内で述べよ。なお、統計検定方法は、検定結果が有

意だった場合に必要となる統計検定方法をすべて挙げよ。 

 

4. 心理職がクライアントに対して心理療法を実施するのが不適切、または、ふさわしくな

いと考えられる場合の代表的な例を「インフォームドコンセントが得られない場合」を

除いて 3 つあげて、その理由とあわせて 300 字以内で説明せよ。 



Ⅲ．以下は『成功時の誇り・羞恥経験の文化差に対する関係流動性の媒介効果』（前田友

吾・結城雅樹 (2023) 心理学研究, 第 94 巻 第 5 号, pp.402–4120）からの抜粋である。下

記に示す結果について、本研究の目的を示した上で，どのような結果が得られたと言える

か。適宜、具体的な分析結果を示しながら 400〜600 字で記述しなさい。 

〈参考資料：ここで取り上げた論文の一部抜粋および作問のために一部改変〉 

研究の概要 

本研究の目的は，人が他者の面前で成功した状況で経験する感情─特に誇りと羞恥─に文

化差がみられる原因を，社会生態心理学の視点から明らかにすることである。先行研究で

は，西洋人は東アジア人より成功時に誇りを感じやすい一方，東アジア人は西洋人より羞恥

を感じやすいことが示されてきた。誇りとは，自身の性質や能力によって成功を収めたとき

に経験される感情であり（Sznycer, 2019; Tracy et al., 2010），達成感や自信と関連する肯

定的な感情である（Tracy & Robins, 2007）。人前での成功場面で経験されることが知られ

るもう一つの感情である羞恥は否定的な感情であり，社会的規範から逸脱した時や，相手と

の相互作用に混乱をきたした時などに経験されやすい（Feinberg et al., 2012; Miller, 1996; 

Silver et al.）。 

本研究では，この文化差を生み出す社会環境要因として関係流動性および社会的評判の獲

得または回避に関する適応課題の違いに着目した。関係流動性とは，当該の社会における，

個人の選好に応じた対人関係の形成や，既存関係の維持・解消の自由度を意味する

（Thomson et al., 2018; Yuki & Schug, 2012, 2020）。社会環境の関係流動性の違いは，個

人が社会生活の中で対処することが求められる適応課題の違いをもたらす。たとえば，北米

や西欧諸国を代表とする高関係流動性社会における主な適応課題は，社会から自己に向けら

れる肯定的評価，すなわちポジティブ評判の獲得を通じて，望ましい人間関係を獲得し，維

持することである。一方，東アジアや西アフリカ諸国などの低関係流動性社会の主な適応課

題は，周囲から自己に向けられた否定的な評判，すなわちネガティブ評判を受ける可能性を

減少させ，現存の対人関係の悪化を避けることである（Hashimoto & Yamagishi, 2016; 

Yamagishi et al., 2008）。 

 

以上のことから，本研究の理論仮説は以下のとおりとなる。まず，ポジティブ評判の獲得

が主な適応課題である高関係流動性社会の人々は，低関係流動性社会の人々に比べ成功時に

誇りを感じやすいだろう。一方，ネガティブ評判の回避が主な適応課題である低関係流動性

社会の人々は，高関係流動性社会の人々に比べ成功時に羞恥を感じやすいだろう。 

本研究では，以上の仮説を検討するため，数多くの先行研究で関係流動性の差が示されて
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きた日本とアメリカの間で国際比較研究を行った。まず，先行研究で観察された成功状況で

の羞恥と誇りの日米差が再現されることを確認した上で，この文化差が，両国の参加者が暮

らしている局所的な社会環境の関係流動性知覚の違いによって媒介されるかを検証した。ま

たこれらに加え，関係流動性がどのようなメカニズムを通じて誇りと羞恥に影響を与えるの

かを検討した。具体的には，成功者に社会から与えられる報酬と罰への信念の媒介効果を検

討した。 

 

方法 

日米のインターネットクラウドソーシングサイトで各 250 名ずつの参加者を募集し，以

下の測定尺度からなる web 質問紙への回答を求めた。最終的な分析対象者は，日本人 206

名，アメリカ人 220 名であった。 

 

測定尺度：全ての項目で，尺度得点として項目の平均値を用いた。 

関係流動性尺度：参加者を取り巻まく局所的な社会環境での対人関係選択の自由度を測定

するための 12 項目の尺度（Yuki et al, 2007）。本尺度は，見知らぬ他者との新たな出会い

の機会の多寡である「新規出会いの機会」，および対人関係を個人の意思に基づいて自由に

形成・解消できるかどうかという「関係形成・解消の自由度」の二つの下位次元からなる。

新規出会いの機会の項目例は「彼ら（あなたの周囲にいる人々）には，人々と新しく知り合

いになる機会がたくさんある。」，関係形成・解消の自由度の項目例は「彼らは，ふだんど

んな人たちと付き合うかを，自分の好みで選ぶことができる。」があげられる。それぞれ 6

点尺度（1：全く当てはまらない─7：非常に当てはまる）で回答を求めた。信頼性は，日本

でα=.85，アメリカでα=.87 であった。 

成功状況の誇り・羞恥：人前で成功を収めた 6 つの仮想的場面をオリジナルで作成した

（Table 1）。それぞれの場面で自分自身が誇りと羞恥をどの程度感じるかを予想し，それ

ぞれ 7 点尺度（1:全く感じない─7:非常に感じる）で回答を求めた。いずれの感情に関する

回答も 6 場面間で十分に整合性が高かったため（羞恥：日本：α=.85；アメリカ：

α=.90；誇り：日本：α=.86；アメリカ：α=.89），以下の分析では 6 場面の平均を誇り

得点および羞恥得点として用いた。 

成功賞罰信念尺度（Table2）：自己が暮らす社会で成功者がどのような社会的フィードバ

ックを受けているかに関して参加者が持つ信念を測定するために，本研究で作成した。プロ

マックス回転を用いた最尤法による因子分析を行った結果，日米ともに，尺度項目は，成功

者が報酬や称賛を受けているという「成功賞信念」（Table2; 2,3,6）と，成功者が罰や批判

を受けているという「成功罰信念」(Table2;1,4,5)の二つの下位因子に分かれた。各項目へ

は，7 点尺度（1：全く当てはまらない─7：非常に当てはまる）で回答を求めた。信頼性
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は，成功賞信念では，日本：α=.59，アメリカ：α=.74 であり，成功罰信念では，日本：

α=.67, アメリカ：α=.81 であった。 

 デモグラフィック項目：参加者の性別，年齢，国籍，母国語，現在の居住地域などを尋ね

た。 

 

 

 

結果 

 成功状況での誇り感情と羞恥感情・関係流動性の日米差を検討した結果を，Figure 1 に示

す。次に，関係流動性に日米差がみられたのかを検討するため，対応のない t 検定を行っ

た。その結果，関係流動性知覚は，アメリカ人が日本人より高かった（アメリカ: M = 4.31, 

SD =.74, 日本: M = 3.56, SD =.67, t (428) = 11.03, p < .001, d = 1.09）。さらに，成功賞

罰信念の日米差について，成功賞罰信念尺度の下位因子である成功賞信念および成功罰信念

に関して，国を独立変数とした比較を行った結果を，Figure 2 に示す。 

※問題本文は著作権上、webページに掲載することができません。 

出典を参考にしてください。 

 

出典 

『成功時の誇り・羞恥経験の文化差に対する関係流動性の媒介効果』（前田友吾・結城雅樹 (2023) 心理学

研究, 第 94巻 第 5号, pp.402–4120） 



 

 

 

※問題本文は著作権上、webページに掲載することができません。 

出典を参考にしてください。 

 

出典 

『成功時の誇り・羞恥経験の文化差に対する関係流動性の媒介効果』（前田友吾・結城雅樹 (2023) 心理学

研究, 第 94巻 第 5号, pp.402–4120） 



 最後に，成功状況羞恥・誇りの日米差に対する関係流動性と成功賞罰信念の媒介効果を検

討した。独立変数を国（日本=0, アメリカ=1），従属変数を成功状況の誇り・羞恥，第 1

段階の媒介変数を関係流動性，第 2 段階の媒介変数を成功賞信念および成功罰信念として，

ブートストラップ法によるパス解析を行った。その結果，まず，成功状況羞恥に関しては，

国が関係流動性と成功罰信念を通じて成功状況羞恥に与える間接効果が有意であった

（b= .103, BootSE = .038, 95 %CI [ .186, .041]）。一方で，成功賞信念を経由した間接効果

は有意ではなかった（Figure 3）。次に，成功状況誇りについては，国が関係流動性と成功

賞信念を経由して成功状況誇りに関連する間接効果が有意傾向であった（b=.014, BootSE 

=.011, 90 %CI [.001, .033]）。一方で，成功罰信念を経由した関連は有意ではなかった

（Figure 4）。 
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MEMO ご自由にお使いください。 
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